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熱がある時は、水分補給を十分に行いましょう。また、喉の痛みがあるため、熱

い物や刺激物、柑橘系の果物は避けましょう。回復後、まれに急性腎炎やリウマ

チ熱にかかることがあります。症状が消えても、医師の指示があるまでは、薬の

服用をやめないようにしましょう。 

溶連菌（ようれんきん）感染症とは、溶血性連鎖球菌という細菌によ

る感染症で、喉の痛みを伴う咽頭炎の２割程度がこの菌が原因と言

われています。５～１０歳くらいまでの子どもがかかりやすく、発

熱で気付かれることが多く、咳やくしゃみなどでうつります。 

溶連菌 
感染症 

２～５日の潜伏期間の後、喉の痛みや、扁桃腺が腫れる症

状から始まり、頭痛、体のだるさなど、かぜの症状と同時

に３８～３９℃の高熱が出ます。発熱から２～３日経つ

と、首や胸、手首、足首に粟粒状の発疹が現れて強いかゆ

みを伴い、やがて全身に広がります。同時に、舌にイチゴ

状の小さくて赤いブツブツとした発疹が現れます。 

溶連菌感染症と診断されたら、抗生物質を服用します。早

い時期から服用する程、治療効果があると言われていま

す。薬を飲み始めると２～３日で熱も下がり、喉の痛みも

治まります。予防には、手洗い・うがいが基本です。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

旅行などに行くと、いつもと生活リズムが

かわり、楽しくてなかなか寝ない、朝はつ

いつい寝坊……など、睡眠のリズムが乱れ

がち。そんなときは、早起きでリズムを整

えましょう。 

 早起きのコツは、「起きたら日の光を浴

びること」。体内時計は、２４ 時間より

少し長いため、夜更かしになりがち。朝、

日光を浴びて体を目覚めさせると、体内時

計をリセットできます。早起きをすると、

夜は自然と眠くなります。眠くないのに無

理に早く寝かせるより、早起きをして朝ご

はんを食べ、日中しっかり遊ぶほうが、子

どもも大人もストレスがかかりません。 

 

新緑の若葉がまぶしい季節になりました。 

５月は心や体に疲れが出たり、体調を崩しやすい時期

でもあります。規則正しい生活を心がけて心身共に安定

して過ごしていきたいですね。 

 先月は、急性上気道炎･感染性胃腸炎・ＲＳウイルス 

 中耳炎などでの利用がありました。 

春に気をつけたい感染症 

 


